
平成21年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日) 

平成21年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

修正の理由 

（1）第2四半期累計期間
 

 当第2四半期累計期間につきましては、風力発電開発事業において風力発電機の代理店販売手数料収入が予想を上回る結果となった

為、連結業績、個別業績ともに売上高および営業利益、経常利益、当期純利益で当初予想を上回る見込みです。 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年5月15日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,500 △400 △750 △600 △5,395.78

今回発表予想(B) 1,719 △328 △711 △495 △3,909.69

増減額(B-A) 219 72 39 105 ―――

増減率(%) 14.6 ― ― ― ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期） 7,222 654 460 165 1,689.22

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,400 3,400 2,100 1,100 9,892.26

今回発表予想(B) 7,500 3,450 2,150 1,120 8,837.90

増減額(B-A) 100 50 50 20 ―――

増減率(%) 1.4 1.5 2.4 1.8 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期） 10,522 1,657 1,109 656 6,403.00

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 340 △370 △400 △250 △2,248.24

今回発表予想(B) 966 △41 16 0 △6.70

増減額(B-A) 626 329 416 250 ―――

増減率(%) 184.1 ― ― ― ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

6,421 740 833 484 4,934.94

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,300 850 800 450 4,046.84

今回発表予想(B) 4,700 1,600 1,300 800 6,312.78

増減額(B-A) 2,400 750 500 350 ―――

増減率(%) 104.3 88.2 62.5 77.8 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

8,573 1,470 1,613 818 7,984.00



（2）通期 

 通期連結業績の予想業績につきましても、風力発電開発事業における風力発電機の代理店販売手数料収入が当初予想を上回る可能

性がある為、売上高および営業利益、経常利益、当期純利益で当初予想を上回る見込みです。 

 通期個別業績は、上記の通り、代理店販売収入が当初予想比上回ることと、二又風力開発（株）の六ヶ所村二又風力発電所の売電方

法を次の通り変更することに伴い、修正するものです。 

 連結子会社である二又風力開発（株）の売電事業については、当初予想時においては、同社より直接「日本卸電力取引所「（以下「ＪＥＰ

Ｘ」という）等に販売していくことを計画していましたが、今後の効率的な売電運営を考慮し、同社が発電した電力は、日本風力開発（株）が

全量購入し、当社から「ＪＥＰＸ」等に売電する形態に変更致します。その結果、当社が販売する電力が増加し、売電収入も増加します。 

 一方、二又風力開発（株）が、当社に売電することに伴う収入等は、連結業績では相殺消去される為、上記連結業績の予想には影響し

ておりません。 

 
 
 

※上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因

により大きく異なる可能性があります。 

 

                                                                                  

  
以 上


